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研究の背景及び目的

真核生物の細胞膜では通常、非対称な脂質組成が維持されている。リン脂質
ホスファチジルセリン（PS）は内層に局在している。リン脂質スクランブラ
ーゼは脂質の二層間の移動（フリップフロップ）を促進することで、非対称
性を崩壊させる。この非対称性崩壊に伴うPSの露出は様々な生理機能に関与
するため、人工的に脂質スクランブリングを起こすことで、細胞機能の制御
が可能になる。本研究の目的は、人工的に脂質非対称性を崩壊させる技術を
確立することである。

期待される効果・応用分野

分子の立体・化学構造変化を利用した従来の細胞機能操作と異なり、本研究計画は人工的な脂質
ダイナミクス操作によって細胞機能を制御するというバイオテクノロジーの新たな手法を開拓す
るものである。細胞膜の脂質非対称性崩壊はマクロファージによる細胞貪食や細胞外小胞の出芽
など様々な細胞機能に関わるため、人工ペプチドによる脂質運動の制御はがん免疫療法や細胞外
小胞の治療応用といった最先端の医療技術への展開が大きく期待される。
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